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【委員会委員の主な発言】 

 要員が逼迫している中、組織再編や融合と連携による弊害、一人が３役以上を担っている状況。 

 ローカル線問題で地元と運動づくりを行っている。 

 平和運動に否定的だったが、取り組みが必要と考えた転換点。 

 ２５春闘に向けてたたかう決意。 

 過半数代表者選挙に向けた決意 

など１９名の委員の発言と承認に基づきジェイアールバス東北本部、ジェイアールバス関東本部、ス

テーションサービス協議会の３名が傍聴発言として２５春闘勝利に向けて決意表明がされました。 

 また、武蔵小金井駅暴行事件での組合員Ａさんと共にたたかい、健全なＪＲ東日本会社をつくるた

めに共にたたかいをつくり出していくことを確認しました。 

 

1. 組合員の雇用と利益を守り抜くために、不当・不法行為とあらゆる妨害を許さないたたか

いを強化し、２５春闘勝利“過半数代表者選挙勝利！１万名組織をめざし、組織強化・拡大

を実現しよう！ 

1. 戦後８０年、ＪＲ羽越本線脱線事故・ＪＲ福知山線脱線事故から２０年。過去から学び現実

に向き合い、「抵抗とヒューマニズム」の精神を根底に、職場からのたたかいで平和な社

会と安全第一の職場をつくり出そう！ 


